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グ リ シ ン は体 内 で生合成 さ れ る非必須 アミノ酸の一種 で あ り 、 タ ンパク質 の構成成分 と
し て利用 さ れ る だけ で な く 、 H甫乳類 の中枢 神経系 に お い て神経伝達物質 と し て機能す る こ
と が知 ら れて い る 。 グ リ シ ン に よ る 神経伝達は、 2種類 の受容体：strychnine感受性グ リ シ
ン受容体（ GlyA） お よ び strychnine非感受性 グ リ シ ン受容体（ GlyB） を介し て行 なわ れ る 。
GlyA は 5 つ のサブユニ ット か ら 成 るクロ ラ イドチャネル で、 抑制性の神経伝達を行 な う 。
一方 、 GlyB は NMDA受容体 の NRl サブ、ユニ ッ ト上 に存在 し 、 興奮性 の神経伝達を担 う







GlyA; Strychnine-sensitive glycine receptor GlyB ; Strychnine-Insensitive glycine receptor 
(NMDA受容体ゲリシン結合部位）
Fig. 1. The structure of strychnine-sensitive and -insensitive glycine receptors. 
活 動電 位依存的 に シナプ ス間隙 に放出 さ れ た グ リ シ ン は 、 グ リ シ ン作動性神経シナプ ス
に お い て は 、 シナプ ス 後膜 に発現す る GlyA に結 合 し て神経の興奮性を抑制 し 、 グルタミ ン
酸作動性神経シナプ ス にお い て は 、 シナプ ス 後膜 に発現す る NMDA受容体 の グ リ シ ン結 合












Fig. 2. Schematic diagram of synapse in the central nervous systems. 
こ の よ う に グリ シ ン は、 神経の興奮性に対して抑制 と興奮 と い う 、相 反す る 作用 を持つ。
シナプ ス間隙 の グ リ シ ン濃度は、 グ リ シ ン ト ラ ンスポ ータ ー1 (GlyTl） お よ びグリ シ ン ト
ラ ン スポ ータ ー2 (GlyT2） に よ り 制御 さ れ て い る（Aragon and Lopez-Corcuera, 2005）。
GlyTl は主 に ア ストロサ イ ト お よ び グルタミ ン酸神経に（ Cubelos et al. ,  2005; Raiteri et 
al., 20 10）、 GlyT2 は グ リ シ ン神経終 末 に局 在 し てい る（Jursky and Nelson, 1995）。 GlyTl
ノ ック ア ウト マ ウ ス の海馬 に お い て、 NMD A受容体 機能が賦活 さ れて い た こ と か ら 、 GlyTl
は NMD A 受容体 を含む興奮性 シナプ ス間隙 に お い て グ リ シ ン濃度 を調整 し てい る こ と が
示唆 さ れて き た（ Gabernet et al., 2005）。 ゆ え に、 GlyTl 阻害薬は NMD A受容体 機能を促
進する と考 え られて い る 。
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マウ ス を用 い た試験に お い て、 NMDA受容体 を活性化 す るこ と に よ り 不安様行 動 が惹 起
さ れた と す る 報告（ Miguel and Nunes-de-Souza, 2008） か ら、 Glyfl 阻 害 薬 は GlyB の活
性化 を介 し て不安惹 起作用 を持つ可能性が あ る 。 一方、 GlyTl 阻害薬で あ る SSR504734
が 、 ラット の contextual conditioned fear の獲得 お よ び表 出の両方 を減弱 さ せ る と の報告
(Nishikawa et al. ,  2006） や 、 ラ ッ ト 新生仔 の母仔分離誘発時 鳴反応 を抑制 す る と の報 告
(Depoort訂e et al., 2005） か ら 、 抗不安作用 を持つ可能性が示唆 さ れて い る 。 さ ら に 、 NMDA
受容体 ア ンタゴニ スト で あ る MK-801 お よ びDL ·amino·5 ·phosphonovaleric acid (A p5) 
(Kehne et al., 199 1） や、 GlyB ア ンタゴ‘ニ ス ト で あ る’7-chlorokynurenic acid (7-Cl-KYN) 
('I》ullas et al., 1989） が 、 げ っ歯類 に お いて抗不安様作用 を示すこ と が報告 さ れて い る。 こ
れ ら の報告 か ら、 GlyTl の抗不安 様作用 は、 GlyB の活 性化 に よ っ て 引 き 起こ さ れた も の で
は な いこ と が 示唆 さ れ る 。 し か し、 どち ら の グ リ シ ン受容体 が抗不安様作用 に寄与 し て い
る かについて は、 未 だ十分な検証 が な さ れて い なし1 。
近年、 GlyTl 阻 害 薬が行 動 に 与 え る影響 に お い て、 GlyB だけ ではな く GlyA も 重要 な役
割 を担 っ てい るこ と が示唆 さ れて い る 。 Kopec ら（ 2010） は GlyTl 阻 害剤 に よ る マウ ス の
活 動性克進が GlyA ア ンタゴ、ニ スト で あ る strychnine に よ り措 抗す るこ と を報告 し て い る 。
さ ら に、 ラ ット の アルコール 依存症モデル おけ る GlyTl 阻害薬 の アルコール摂取 抑制作用
に、側坐核 の GlyA が関 与 し て い る可能性が示唆 さ れて い る（ Molander et al., 2007; Li必et
al., 2011）。
本研究で は、 GlyTl 阻害薬 に よ る 抗不安様作用 に対 し て 、 GlyA お よ び GlyB の どち ら
が主 に寄 与す る か を 明 ら か に す るこ と を 目 的とし、 薬理 学的手法で検証 を行 な っ た。
第 1 章 に お い て 、 薬物の抗不安様作用 の評価方 法 と し て 用 い ら れ る 母仔誘発晴 鳴反応 測
定の基礎 的 な条件検討 を行 な っ た。
第 2 章 に お い て、 GlyTl 阻害薬の抗不安様作用 に対 す る GlyA あ る い は GlyB の関 与 を
明 ら かにする ため 、GlyA ア ンタゴニ ス ト strychnine お よび、GlyB ア ンタゴニ ストL·687,414
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に よ る効果 を検討し た。
母仔分離誘発暗鳴反応 試験は ラ ット 新生仔 を用 い る が、 発達期 の新生仔 と 成獣 と は標 的
タ ンパク質 の発現量や 分布 、 さらに は機能が異 な る可 能性 も あ り 、 成獣の不安状態 を反映
す る か否 かに つ い て疑問 が残 る 。 そこ で第 3 章では、 成熟 し た動 物 に おけ る GlyTl 阻害薬
の抗不安様作用 を検証 す る 目 的 で、 マ ウ ス 成獣を用 い た 明 暗箱 試験 を行 な っ た。 さらに 、
GlyTl 阻害薬が海馬細胞外 グ リ シ ン濃 度 に及ぼ す効果 を、 ラ ッ ト を用 い た microdialysis 試





神経科学研究 に お い て は “感情” の分子基盤解 明 に マ ウ スや ラ ッ ト な ど の実 験動 物 が 活
用 さ れて い る 。 こ の よ う な研究 に お い て は 、 動 物 の感情 を推察す る ため に 、 嫌悪刺激 か ら
の逃避 潜時や血中コルチコ ステロ ン量 な ど の行 動学的 、 あ る い は 生理 学的指標 が 用 い ら れ
る 。 こ れ ら の指標 に加 え 、 動 物 の感情 に関 す る情 報 を得 る手法 と し て 、 超音 波音域 に おけ
る 暗鳴反応 の測定が あ る 。 Anderson (1954） は 、 成熟 ラ ッ ト を社会的 に隔 離 し た際、 ラ ッ
ト が 23 -28 kHz の超音 波音域 で鳴 く （暗鳴反応 ） こ と を初め て発見 し た。 さ ら に、 幼若 マ
ウ ス を母獣 と 同腹 仔か ら 引 き 離 し た際に、 幼若 マ ウ ス が 50 -70 kHz の 暗鳴反応 を示す こ と
を Zippelius と Schleidt (1956） が報告 し た。 そ の後 の研究成果 に よ り 、 こ の暗鳴反応 か ら
げ っ歯類 の情 動 に関 す る情 報 を得 ら れ るこ と が 明 ら か と な っ た。 Brudzynski ら （1999） は、
ラ ッ ト の新生仔が 40 kHz周辺 をピーク と して l OO ms 以 下の暗鳴反応 を示す こ と を 明 ら か
に し、 さ ら に 、 こ の晴 鳴反応 は主 に不安等 の嫌悪感情 と関連 す るこ と （Shair et al., 2003) 
が報告 さ れて い る 。 暗鳴反応 が 30 kHz 以上で あ る こ と は、 げ っ歯類 を捕食対象 と す る鳥類
な ど の可聴音域 上限 が約 20 kHz で あ る こ と と関連 す る と推察 さ れて い る （Branchi et al., 
2001）。 げ っ歯類 の新生仔は 目 が聞 いて お らず 、 体毛 が な い こ と か ら体 温調節能 も限 られて
い る ため 、 新生仔期 に母獣か ら 離れ る こ と は致 命的 と な る 。 そ こ で仔 ラ ット は 、 母獣に必
要 な ケ ア を行 な っ て も ら う ため 、 時 鳴反応 を示す こ と に よ っ て自身 の状態 を母親 に知 ら せ
る と考 え ら れ て い る （Wohr and Schwarting, 2008）。
ベ ンゾジ アゼピ ンや選択 的セロ トニ ン再取 り込み阻害薬 の よ う に 、 臨床 で有効 性が確 認
さ れて い る 抗不安薬が、 こ の暗鳴反応 を抑制 す るこ と か ら （Insel et al. ,  1986; Winslow and 
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Insel, 1991）、 本評価法は抗不安作用 の 予測性の あ る 動物モデ、ルで、 あ る と考 え ら れて い る 。
本研究では、 ラ ッ ト 新生仔 に おけ る 母仔分離誘発暗鳴反応 を 不 安 の指標 と し て用 い る こ と
と し、 本章においては、 そ の測定系 の基礎 的 な検討を行 っ た。
1.2.方法
(1） 使用 動物
日本チヤール ス ・ リバー （ 東 京） よ り 購入 し た Sprague-Dawley 系雄性お よ び雌 性 ラ
ッ ト（実 験開始時に実 験 1 : 5- 14、 17日齢 、 実 験 2 : 10日齢） 、 お よ びそ の母獣 を 使用
し た。 動物は 室 温（ 25± 1℃ ）、 12 時間 の 明 暗サ イクル（ 7 :00・ 19:00） 条件 下 、 餌水自由
摂取で、飼育 を行 な っ た。 全て の動物実 験は、 エ ーザイ 株式会社におけ る 動物実 験委員 会
の 承 認の 下 で行 なわ れた。
(2） 母仔分離誘発暗鳴反応 試験 (Ultrasonic vocalization test) 
試験は Olivier ら（ 1998a 1998b） の方 法を一部 改変 し て行 な っ た。 仔 ラ ッ ト を 、 母
獣か ら 分離 し た後 、防音 箱 内 に設置 し たプ ラ スチ ック シ リ ンダー に 室 温で 3 分間放置 し 、
シ リ ンダー上部 に設置 し たマ イクロフ ォ ン に よ り 暗鳴反応 を 集音 し た（ Fig. 4）。 解 析 に
は Sonotrack ™ measurement system (Metris, Netherland） を 使用 し 、 30 70 kHz の
発 声回数 を計数し た。 試験後 は直ち に仔 ラ ッ ト を母獣の元 に戻 し た。
実 験 1 では、 生後 5日－ 14日齢お よ び 17日齢 の仔 ラ ッ ト を母獣か ら 引 き 離 し 、 そ の
直 後 か ら 3 分間 の時 鳴反応回数 を測定 し た。 実 験 2 では、 生後 10日齢 の仔 ラ ッ ト を母
獣か ら 引 き 離 し た直 後 一3 分後 、 3- 6 分後 、 6- 9 分後、 9-12 分後 、 お よ び 12- 15 分後 ま
での各 3 分間 の暗鳴反応回数 を測定し た。
. 6-
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Fig. 4. Schematic diagram of ultrasonic vocalization test in rat pups. 
1.3.結果
(1） ラ ッ ト の日齢 に よ る時 鳴反応回数の変化
生後 5日－ 14日齢、 お よ び 17日齢の 仔 ラ ッ ト を母獣から引 き 離 した直 後の 3 分間 の
時 鳴反応回数 を測 定 し た結 果、 生後 10日齢 で暗鳴反応回数 は最大値 を示 し、 11日齢以
降は減少 した（ Fig. 5a）。
(2） 母仔分離からの 時間 経過 と 暗鳴反応回数の 変化
生後 10日齢のイ子 ラ ット を母獣から引 き 離 した直 後 － 3 分後、 3-6 分後、 6-9 分後、 9-
12 分後、 お よ び 12-15 分後の各 3 分間 の 暗鳴反応回数 を測定 し た結 果、 母獣から引 き
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Fig. 5. Effects of post natal day or time afte r separation on the number of mate rnal separation-
i nduced ultrasonic voca lizations (USVs) in rat pups. 
The number of USVs was measured for 3 min i m mediately after separation of the pups from 
their mother a nd littermates at post natal  day 5 to 14 and 17 (a). The num ber of USVs was 
measu red for 3 min at each t ime-point after separation from their mother a nd littermates ( b). 
Data are presented as mean± S.E.M. N = 5 per group.  
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1.4.考察
ラ ッ ト 新生仔 を用 い て 、 母仔分離誘発時 鳴反応 の回数 を測定 し た結 果 、 生後 10日齢 の動
物 が最大回数 を示 した。 ま た 、 母仔分離直 後 に 最 も時 鳴反応回数 が 多 く 、 時間 と と も に減
少 す るこ と が 明 ら か と な っ た。
既 報 に よ る と 、 母仔分離誘発時 鳴反応回数 の日齢 に よ る変化 は、 マウ ス に お い て も そ の
系統 に よ っ て 大 き く 異 な る 。 CD· l マウ ス は生後 7 日齢 でピーク を示す が 、 C57BL/6 や
BALB/c は生後 3日齢 にピ クー を示す（ Bell et al., 1972; Elwood and Keeling., 1982）。 こ の
よ う な暗鳴反応 の増加 は 、 意欲 に関 与 す る 脳部 位の発達 と呼吸機能の発達が要因 と考 え ら
れて い る 。 一方 、 生後 14日齢頃 を境 に時 鳴反応 がほぼ 検出 さ れ な く な るこ と は 、 マウ ス・
ラ ット問 、 同種異 系統間でほぼ 一致 し て い る 。 生後 14日齢 は、 目 が 開 く 時期 と一致 し て お
り 、 成長と と も に暗鳴反応 の必要 性が低 く な っ てい く と考 え ら れ る 。
以降の実 験に お い て は 、 生後 10日齢 の ラ ッ ト 新生仔 を 用 い て 、 母仔分離直 後 3 分間 の 暗





グ リ シ ン は GlyA お よ び GlyB と い う二 つ の作用部 位 を持つが、 マ ウス 脳由 来初代培養 神
経細胞 において、 グ リ シ ン が NMDA受容体 を 活 性化 す るこ と （ Johnson and Ascher, 1987) 
が最初 に報告 され て以 来、 グ リ シ ン の主 な作用点、すなわち GlyT l 阻害薬の主 な 作用点 は、
GlyB の 活 性化 に よ る NMDA受容体 機能の促進で あ る と考 え られ て き た。 しかし なが ら、
近年、 さ まざ ま なタ イプ の選択 的 GlyT l 阻 害 薬 が創出 され 、 それ ら を用 い た基礎 研究が発
展 し た結 果、 GlyTl 阻害薬の薬理 学的作用 は GlyB のみ を介 し た も の では な いこ と が示唆 さ
れ た（ Kopec et al., 20 10; Lido et al., 2011）。 ま た、 げ っ歯類 を 用 い た試験に お い て、 GlyTl
阻害薬が抗不安様作用 を持つこ と が示唆 され て い る（ Depoortere et al., 2005; Nishikawa 
et al., 2006）。 一方 で、 NMDA受容体措 抗薬 に よ り 抗不安様作用 が認め られ る と し 、 う 報告
(Kehne et al., 1991） や、 GlyB に対 す る グ リ シ ン結 合能を低 下 さ せ た遺 伝子改変 動物 に お
いて抗不安様行 動 が観察 され て い る（ Labrie et al., 2009） こ と か ら、 GlyTl 阻害薬 の 作用
機序が GlyB を介 し た NMDA受容体 の機能促進であ る と い う 定説 に疑問 が生じ た。
そ こ で本章では、 母仔 分離誘発暗鳴反応 試験 を 用 い て 、 GlyTl 阻 害 薬 の抗不安様作用 に




第 1 章 と 同じ く 、 日本チヤ ルー ス ・ リバー （ 東 京） よ り 購入 した Sprague-Dawley
系雄性お よ び雌性 ラ ット （実 験開始時に 10日齢）、 お よ びそ の母獣 を 使用 し た。 動物は
第 1 章 と 同じ条件 に て飼育 し た。
(2） 薬物調整
SSR504734、 ALX5407 お よ び L-687,414 はエ ーザイ 株式会社（茨城） で合成 し た。
diazepam は 和 光純薬工業 株 式会 社（ 大阪） か ら 購入 し た 。 escitalopram は AK
Scientific (Union City, CA） か ら 購入 し た。 strychnine は Sigma-Aldrich (St. Louise, 
MO） か ら 購入 し た。 SSR504734 (3、 10 お よ び 30 mg/kg） は精製 水 に溶解 し 1規 定の
塩酸で pH を 6-7 に調整 し た。 ALX5407 (0. 1、 0.3 お よ び 1 mg/kg） は精製 水 に溶解 し
1 規 定の水酸化ナ ト リウ ム で pH を 6-7 に調整 し た。 escitalopram (0.3、 1 お よ び 3
mg/kg） は saline に溶解 し た。 strychnine (0. 1、 0.2 お よ び 0.4 mg/kg） は saline に溶
解 し 1規 定の 塩酸で pH を 6-7 に調整 し た。 diazepam (0.3、 1 お よ び 3 mg/kg） は 0.5%
methyl cellulose に 懸濁 し た。 L-687,414 (10、 30 mg/kg） は 0.3% Tween 80/saline iこ
溶解 し た。 各試験 に お い て 、 対照 群 と し て各薬物 の溶解 に用 いた溶媒 のみ を投与 し た
vehicle群 を設 定 し た。 各化 合物の投与 用 量は、 過去 に 報告 さ れた結 果 を 参照 し て決 定
し た（ Olivier et al. ,  1998a; Sanchez et al., 2003; Depoort訂e et al., 2005; Kopec et al., 
20 10）。 全て の 薬物 は用 時調整 し 、 10 ml/kg 体 重 の容 量 で投与 し た。 SSR504734、
diazepam お よ び escitalopram は試験の 1 時間前 に、ALX5407 は試験の 3 時間前 に、
それぞ れ経口投与 し た o strychnine お よ び L-687,414 は試験の 30 分前 に皮 下投与 した。
(3） 母仔分離誘発時 鳴反応 試験 (Ultrasonic vocalization test) 
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仔 ラ ッ ト を、 母獣か ら 分離 し た直 後、 防音 箱 内 に設置 し たプ ラ スチ ックシ リ ンダ ー に
室 温で 3 分間放置 し、シ リ ンダー上部 に設置 し た マイクロフ ォ ン に よ り 暗鳴反応 を 集音
し た。 解析 に は Sonotrack ™ measurement system (Metris, Netherland） を 使用 し、
30-70 kHz の発 声回数 を計数 し た。 試験後 は直ち に仔 ラ ット を 母獣 の 元 に戻 し た。
(4） 直腸 温度測定お よ び正向 反射 の観察
ラ ット 新生仔の母仔分離誘発暗鳴反応 の 抑 制 が 薬物 の中枢 抑制作用 に よ る二 次 的 な
効果 か否 かを評価する目 的で、 直腸 温度測定お よ び正向 反射観察 を行 な っ た。 暗鳴反応
を抑制 し た最 小用 量、 お よ び抑制 し な か っ た最 大用 量 を試験す る ため、 SSR504734 (10 
お よ び 30 mg/kg）、 ALX5407 (0.3 お よ び 1 mg/kg）、 diazepam (0.3 お よ び 1 mg/kg）お
よ び escitalopram (0.3 お よ び 1 mg/kg） の 8群 と、 対照 群 と し てそれぞ れの溶媒 のみ
を投与 し た vehicle群 を設 定 した。 正向 反射 は動物 の姿勢 反射 の 一種 で、 頭 を正 し い位
置 に保 持 し よ う と す る働 き で あ り 、 麻 酔作用や筋弛緩 作用 に よ り消 失する 。 仔 ラ ット を、
背中 を床につけ た状態で、置 き、 元 の腹臥姿勢 に戻 る ま で の 時間 を 上限 値 15秒 で計 測 し
た。 試験は、 母仔分離誘発時 鳴反応 試験 と 同じタ イミ ン グで行 い、 正向 反射 を測定 し た
直 後 に、直腸 温度 を測定 し た。 直腸 温度 は、直腸プロー プ（ Physitemp Instruments, Inc. ,  
Clifton, NJ） お よ び TX1002 digital thermometer （ 横河メ ータ＆ イ ン スツルメ ンツ 株
式会社、 東 京） に よ り 測定 し た。 試験後 は直ち に仔 ラ ット を母獣の元 に戻 した。
(5） 統計解析
群聞 の 統計 学的有意性は、 Kruskal Wallis 検定に て評価 し た後、 Dunn’s multiple 
comparison test あ る い は Mann- Whitney U test に よ り解析 し た。 有意水準 は、 両側
5% と した。 全て の 統計解析 は、 GraphPad Prism software version 6.0 for Windows 
(GraphPad Software, San Diego, CA) を 用 い て1T な っ た。
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2.3.結果
(1) Gly Tl 阻害薬お よ び抗不安薬の母仔分離誘発暗鳴反応 に対す る 作用
SSR504734 は、 30 mg/kg 投 与群 において母仔分離誘発暗鳴反応 を 有意 に抑制 し た
(Fig. 6a）。 一方、ALX5407 は、1 mg/kg投 与群 において暗鳴反応 を 有意 に抑制 し た（ Fig.
6b）。 SSR504734 お よ び ALX5407 は どち ら も正向 反射 お よ び直腸 温度に は影響 を及ぼ
さ なかっ た（ Table 1 ,  2）。 さ ら に、diazepam (Fig. 6c） お よ び escitalopram (Fig. 6d） は
どち ら も 1 あ る いは 3 mg/kg 投 与群 において、 暗鳴反応 を有意 に 抑制 し、 正向 反射
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Fig. 6. E仔ects of SSR504734, ALX5407, diazepam, or escita lopram on the n u m ber of maternal 
separation-induced u ltrasonic voca lizations (USVs) in rat pu ps. 
SSR504734 (a), diazepam (c), or escita lopram (d) was admi nistered ora l ly 1 h prior to the test. 
ALX5407 (b) was admin istered ora l ly 3 h prior to the test. The n u m ber of USVs was measu red 
for 3 m i n  im mediately after separation of the pups from their mother a nd littermates. Data 
are presented as mea n士S. E . M . N = 8-9 per group. *P < 0.05， 料P < 0.01, com pared with the 
vehicle-treated control group (Kruskal-Wallis followed by Dun n’s test). 
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Ta ble 1 
Effects of SSR504734, ALX5407, diazepam, or escitalopram on r ighting reflex. 
SSR504734, diazepam, or escitalopram was orally administered 1 h prior to the test. ALX5407 
was orally adm i nistered 3 h prior to the test. 
Compound Dose Mean 土 S.E.M. 
(mi/kil (sec) 
Vehicle < 1.0 
SSR504734 10 < 1.0 
SSR504734 30 < 1.0 
Vehicle < 1.0 
A以5407 0.3 < 1.0 
ALX5407 1 2.5 主 1.50 
Vehicle 1.3 ± 0.25 
Diazepam 0.3 < 1.0 
Dlazepam 1 < 1.0 
Vehicle < 1.0 
Escltalopram 0.3 < 1.0 
Escltalopram 1 3.3 土 2.25 
Data a re presented as mean± S.E.M.  N = 4 per grou p. Each treatment group was compared with 
its vehicle-treated control group. 
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Table 2 
Effects of SSR504734, ALX5407, d iazepam, or escitalopram on rectal tem peratu re. 
SSR504734, d iazepam, or escitalopram was orally administered 1 h prior to the test. ALX5407 
was orally admin istered 3 h prior to the test. 
i Dose ‘ Compound l 1 Mean ± S.E.M. ! (mg/kg) ! 
Vehicle ! - I 36.9 主 0.17
SSR504734 I 10 1 36.6 ± 0.20 
SSR504734 I 30 i 36.7 ± 0.21 
Ve hie 
ALX5407 i 0.3 l 36.7 ± 0.29 
ALX5407 ! 1 i 36.1 ± 0.14 
Vehicle i - l 36.7 ± 0.18 
1・・ ・ 4 ・u ・・ ・ ・ .. . 十“
Diazepam ! 0.3 ! 36.7 ± 0.18 
Diazepam ! 1 j 36.2 ± 0.29 
Vehicle ! · j 36.9 土 0.13
Escitalopram t 0.3 ! 36.3 ± 0.32 一・…”ナ”・・
Escitalopram ! 1 [ 36.1 ± 0.30 
Data are presented as mean± S.E.M.  N = 4 per group. Each treatment gro u p  was com pared with 
its veh icle-treated control group. 
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(2) GlyA ア ンタゴ、ニ ス ト で あ る strychnine に よ る 母仔分離誘発暗鳴反応 抑制作用 に対
す る桔 抗作用
母イ子 分離誘発暗鳴反応 の回数 は、 0. 1 あ る いは 0.2 mg/kg の strychnine単独 投与群
に お い て は変化 が認め ら れ な か っ たが、 0.4 mg/kg投与群 に お い て、 vehicle 投与群 と
比較し て有意 に増加 し た（ Fig. 7）。 SSR504734 に よ る時 鳴反応 抑制作用 は、 strychnine
0.2 あ る いは 0.4 mg/kg 投 与群 において 用量 依存的かつ有意に桔 抗 さ れた（ Fig. 8a）。
ALX5407 に よ る時 鳴反応 抑制作用 は strychnine 0.2 あ る いは 0.4 mg/kg 投 与群 にお
いて用量 依存的かっ 有意に桔 抗 さ れた（ Fig. 8b）。 一 方 、 diazepam に よ る 暗鳴反応 抑制
作用 あ る い は escitalopram に よ る 暗鳴反応 抑制作用 は、 どち ら も strychnine に よ っ
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Fig. 7. E仔ects of strychnine on the number of maternal separation-ind uced ultrasonic 
vocalizations (USVs) in rat pups. 
Strychnine was su bcutaneously admin istered 30 min prior to the test. The n u m ber of USVs 
was measu red for 3 m i n  immediately after separation of the pups from their  mothers and 
littermates. Data are presented as mean± S.E. M .  N = 9-10 per group. *P < 0.05, com pared 


















Vehicle 0 0.1 0.2 0.4 
Strychnine (mg/kg, s.c.) 
ALXS407 (1 mg/kg, p・o.)
0 0.1 0.2 OA 
Strychnine (mg/kg, s.c.) 








量 的 コ ち 』 S E 2 Z
• 
0 0.1 0.2 0.4 
St『ychnine (mg/kg, s.c.) 








Fig. 8. E仔ects of strychnine on SSR504734・， A LX5407-, diazepam- or escitalopram-induced 
decreases in the n u m ber of maternal separation-induced u ltrasonic vocalizations (USVs) i n  rat 
pu ps. 
SSR504734 (a), diazepam (c) or escitalopram (d) was orally administered 1 h and A LX5407 ( b) 
was orally administered 3 h prior to the test. In both tests, strychnine was admin istered 
su bcutaneously 30 min prior to the test. The nu mber of USVs was measured for 3 min 
immediately after separation of the pups from their mothers and littermates. Data are 
presented as mean± S.E.M. N = 8-10 per group.  **P < 0.01, com pared with the vehicle-treated 
control group (Mann-W hitney U test). #p < 0.05, ##p < 0.01, com pared with the group treated 
with SSR504734 alone or A LX5407 alone (KruskalーWallis fol lowed by D u n n’s test). 
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(3) GlyB ア ンタゴ、ニ スト で あ る L-687,414 に よ る 母仔分離誘発時 鳴反応 抑制作用 に対
す る 作用
母仔分離誘発時 鳴反応 の回数 は、 10 mg/kg の L-687,414 単独 投与群 に お い て は変化
vehicle 投与群と 比較 し て 有意 に30 mg/kg 投与群 において、が認め ら れなかっ た が、
さ ら に、 SSR504734 に よ る 暗鳴反応 抑制作用 は L-687,414 に よ っ減少 した（ Fig. 9）。
て桔 抗 さ れなかっ た。 L-687,414 は、 む しろSSR504734 に よ る時 鳴反応 抑制作用 を増
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Fig. 9. E仔ects of L-687,414 on the n u m ber of mate rnal separation-induced u ltrasonic 
vocalizations (USVs) in rat pu ps. 
L-687,414 was su bcutaneously administered 30 min prior to the test. The n u m ber of USVs 
was measu red for 3 min immediately after separation of the pups from their mothers and 
littermates. Data are presented as mea n± S.E .M.  N = 10 per grou p. **P < 0.01, compared 
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Fig. 10. Effects of L-687,414 on SSR504734・induced decreases in the nu mber of maternal 
separation-induced u ltrasonic vocal izations (USVs) in rat pu ps. 
was L-687,414 and test prior to the h 1 administered orally was SSR504734 
min prior to the test. The nu mber of USVs was su bcutaneously ad min istered 30 
measured for 3 min immediately after separation of the pups f rom thei r  mother and 
litter mates. Data are presented as mean ± S.E.M. N = 9-10 per group. **P < 0.01, 
com pared with the vehicle-treated control group (Man n-Whitney U test). 
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2.4.考察
本章の結果 よ り 、 GlyTl 阻害剤 に よ る 母仔分離誘発時 鳴反応 の抑制 作用 は、 GlyB受容体
ではな く GlyA受容体 を介 し て い るこ と が示 さ れた。 ま た 、 diazepam お よ び escitalopram
に よ る 暗鳴反応 抑制作用 に は GlyA受容体 が関与 し て い な いこ と も 明 ら か と な っ た。
diazepam や escitalopram と し 、 っ た臨床で効果 が証 明 さ れてい る 抗不安薬は、 ラ ッ ト 新
生仔の母仔分離誘発時 鳴反応 を有意に抑制 し た。 こ の結果 はこ れ ま での報告 と も一致 し て
お り 、 母仔分離誘発時 鳴反応 試験は、 化 合物 の抗不安作用 を 予測 し う るこ と を 示唆 し て い
る 。 ま た 、 本章では GlyTl 阻害薬で あ る SSR504734 が母仔分離誘発時 鳴反応 を 有意 に抑
制する と い う過去 の報告（ Depoortere et al., 2005） を再 現 し た。 さ ら に、 SSR504734 と は
化 学構造 の異 な る GlyTl 阻害薬で あ る ALX5407 を用 いて試験 を行 な っ た結果 、 ALX5407
を 1 mg/kg 経口投与 す るこ と に よ り 、 母仔分離誘発暗鳴反応 が有意 に抑制 さ れ るこ と を見
出 し た。 し か し な が ら 、 こ の結果 は 、 成熟 ラ ッ ト を 用 い た行 動 薬理 学的試験 に お い て 、
ALX5407 が 3 mg/kg あ る い は 10 mg/kg で抗不安様作用 を示 さ な かっ た と す る過去 の報告
(Harsing et al., 2003） と矛盾 す る 。 こ の矛盾 は、 投与 し て か ら 試験 を実施 す る ま での 時間
や投与 経路 の違 い に起因 す る可能性が あ る 。 Harsing ら（ 2003） はALX5407 を腹腔 内投与
し て 30 分後に試験を行 な っ てお り 、 筆者 ら は 3 時間 後 に行 な っ た。 ALX5407 は そ の構造
中 に アミ ノ酸構造 を持つ（Atkinson et al., 2001） こ と か ら 、 SSR504734 と 比較 し て脳移行
性が緩徐 であ る可能性が示唆 さ れ る 。 実 際、 ラ ッ ト を用 いた microdialysis 試験に お い て 、
ALX5407 の ラセミ体 で あ る（± ） －NFPS ( 1 0  mg/kg） を経口投与 後 に 、 脳細胞外の グ リ シ ン
濃度は徐々 に増加 し 、 前 頭皮質 に お い て は 3 時間 後 、 小脳 に お い て は 6 時間 後 に最大値 に
達す るこ と が示 さ れて い る（ Perry et al., 2008）。 ま た Kinney ら（ 2003） は、 ALX5407 (1 
mg/kg） を マ ウ ス に 2 時間前 に腹腔 内投与 す るこ と に よ り 、 prepulse inhibition 試験にお
い て 、 効果 を示したこ と を報告 し て い る 。 し た が っ て ALX5407 の抗不安様作用 は、 脳細胞
外 グ リシ ン濃度の挙 動 を考慮 す るこ と に よ り捕捉 し得 る と考え ら れ る。
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新生仔の時 鳴反応 は、 筋弛緩 作用や体 温変化 の よ う な中枢 抑制作用 に影響 を受け る可 能
性が報告 さ れてお り （ Olivier et al. 1998a 1998b）、 本研究で認め られた暗鳴反応 の抑制作
用 が、 中枢 抑制 に よ る も の で は な いこと を明確 にす る必要 が あ る 。 diazepam は暗鳴反応 抑
制 作用 を 示す用 量 に お い て、 体 温低 下作用 を示すこと が 報 告 さ れて い る （ Olivier et al., 
1998a） が、 筆者 ら の実 験において は、 diazepam は薬効 用 量で直腸 温度 を低 下 さ せな か っ
た。 こ の結果 か ら、 diazepam に よ る 暗鳴反応 抑制 は抗不安作用 を反映 し て い ると考 え ら れ
る 。 本研究では escitalopram も 薬効 用 量で直腸 温度や 正向 反射 に影響 を及ぼ さ な いこと を
明 ら かに し た が、 こ の結果 は、 選択 的セロ トニ ン再取 り込み限害薬が体 温、 運 動協調性、
正向 反射 に影響 を及ぼ さ な いこと を 示 し た過去 の 報 告と一致 し て い る （ Olivier et al., 
1998b; Hodgson et al., 2008）。 さ ら に筆者 ら は、 SSR504734 が薬効 用 量 に お い て直腸 温度
お よ び正向 反射 に影響 を及ぼ さ な いこと を示 し た が、 こ の結果 は、 Depoortere ら（ 2005)
に よ る SSR504734 の 薬理 学的作用 に関 す る 報告 に お い て、 ラ ッ トや マ ウ ス に おいて行 動異
常 が認め ら れたと す る記載 が なか っ たことと一致 し て い る 。 ま た、 ALX5407 も 薬効 用 量に
お い て直腸 温度お よ び正向 反射 に影響 を及ぼ さ なか っ た。 い く つ かの研究 にお い て、 高 用
量 の ALX5407 は協調運 動失調 を 引 き 起こ すこと が指摘 さ れて い る 。 例 えばHarsing ら
(2006） は、 ALX5407 の ラセミ体 で あ る（±） －NFPS を マ ウ ス に 30 mg/kg 腹腔 内投与 す る
と運 動機能障害を 生じ ること を報告 し て い る。 ま た、 Perry ら（ 2008） は、（士） －NFPS を ラ
ッ ト に 30 mg/kg 経口投与 し た 際 に運 動機能障害お よ び歩 行異常 が認め ら れ、 それ ら の異常
は 10 mg/kg の用 量 で は認め ら れ な いこと を示 し て い る。 さ ら に Kopec ら（ 20 10） は、
ALX5407 を マ ウ ス に 6 mg/kg 腹腔 内投与 し た際に過剰 な運 動活 性を誘発 し た が、 3 mg/kg 
で は そ の 作用 が な いこと を報告 し て い る。 本研究では、 ALX5407 の母仔分離誘発時 鳴反応
抑制作用 は 1 mg/kgと い う低 用 量で認め ら れてお り 、 こ の用 量 に お いて、 直腸 温度 の低 下
や運 動 量増加 な ど の異常行 動 は観察 さ れな か っ た。 し た が っ て筆者 ら は、 ALX5407 に よ る
母仔分離誘発暗鳴反応 抑制作用 は、 化 合物 の中枢 抑制 に よ る二 次 的 な作用 で は な いと考 え
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て い る 。 す なわち 、 上記 の結果 は、 GlyTl 阻害薬が抗不安様作用 を持つ こ と を示唆 す る も
の と考 え られ る 。
次 に筆者 ら は、 GlyTl 阻害薬 に よ る 抗不安様作用 に お い て 、 GlyA あ る い は GlyB の どち
ら が主 に寄与 し て い る の かを試験 し た。 抑制性 GlyA と興奮性 GlyB は神経の興奮性 に対 し
てちょ う ど正 反対 の作用 を担 う受容体 であ る 。 GlyTl 阻害薬は、 GlyTl が NMDA受容体 の
近傍 に位置 し て い るこ と か ら 、 NMDA 受容体 を効率 的 に 活 性化 す る と考 え られ て き た
(Smith et al., 1992）。 し か し な が ら GlyTl は後脳 に 高 い発現を示す こ と が知 られ て お り
(Jursky et al., 1994; Herdon et al., 20 10）、 GlyA の局 在 と 一致 し て い る （Zarbin et al., 
198 1） こ と か ら 、 GlyTl 阻害薬は GlyA の活性化 に も寄与 し て い る可 能性が あ る 。 本研究
に お い て 、 GlyTl 阻害薬 に よ る 抗不安様作用 が GlyA ア ンタゴニ ス ト で あ る strychnine に
よ っ て桔 抗 され 、 GlyB ア ンタゴ、ニ ス ト で あ る L-687,414 に よ っ て桔 抗 され なか っ た こ と か
ら 、 GlyTl 阻害薬の抗不安様作用 は GlyA を介 し て い る こ と が示 され た。 strychnine は 0.4
mg/kg 投与群 に お い て 母仔分離誘発暗鳴反応 を 有意 に増加 さ せた が 、 0.2 mg/kg 投与群 に
お い て は影響 を及ぼ さ な かっ た。 SSR504734 お よ び ALX5407 の暗鳴反応 抑制 作用 に対 し
て strychnine は 0.2 mg/kg か ら 有意 に桔 抗作用 を示す こ と か ら 、 こ の効果 が strychnine単
独 投与 に よ る時 鳴反応 増加作用 を反映 し て い る可能性はない と考 え られ る 。
L-687,414 は 30 mg/kg 投与群 に お い て 母仔分離誘発時 鳴反応 を有意 に抑制 し た。 こ の
結果 は 、 GlyB ア ンタゴ‘ニ ス ト が 抗不 安様作用 を 持っ と す る他 の 報 告 と 一致 し て い る
（τ'rullas et al. ,  1989; Winslow et al., 1990）。 これ ら のデータ は、 GlyB の 活 性化 に よ っ て抗
不安作用 が得 られ る こ と はな い と い う仮説 を支持す る も の で あ る 。 L-687,414 は GlyB の部
分アゴ、ニ スト で あ る と 報告 され て い る （Priestley et al. ,  1998）が 、 アゴニ ス ト 作用 は 10%
以 下 と非常 に弱 く in vivo で は NMDA 受容体桔 抗作用 を示すこ と が 示唆 され て い る 。
Trickle bank ら （1994） は、 L-687 414 が様々 な動物モデル において用量 依存的 に抗痘肇 作
用 を示す こ と を報告 し てお り 、 さ ら に L-687,414 に よ る 抗痘壁 作用 は GlyB の も う一 つの 内
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在性アゴ、ニ ス ト で あ るn－セ リ ン の投与 に よ り 完全に措 抗 さ れ るこ と を示 し て い る 。 Gly T l
阻害薬 と は対照 的 に、 diazepam あ る い は escitalopram に よ る 母仔分離誘発時 鳴反応 抑制
作用 は strychnine に よ っ て桔 抗 さ れな か っ た。 こ の結 果 か ら、 GABAA受容体、 あ る い は
セロトニ ント ラ ン スポータ ー を介 し た抗不 安作用 に は、 GlyA は関 与 して い な い こ と が示唆
さ れ る 。
本研究は、 発達段階 の ラ ット 新生仔 を 用 い た試験で あ るこ と か ら、 臨床 に おけ る不 安、
すなわち、 成熟期 の哨乳類 の不 安 を反映 し て い る か否 か と い う点 に関 し て は疑問 が残 る 。
Gly Tl、 GlyA ま た は GlyB の発現量 が、 成熟 ラ ッ ト と 新生仔で極端 に異 な る場 合、 新生仔
におけ る 母仔分離誘発暗鳴反応 は Gly Tl 阻害薬の抗不 安様作用 を評価す る適切 なモデ、ル で
は な い可能性が あ る 。 Lall ら（ 2012） は、 10日齢 の マ ウ ス と 成熟マ ウ ス の脳幹 に おけ る、
Gly Tl お よ び GlyA の発現量を比較 し て い る 。 こ の報告に よ る と、 10日齢 の マ ウ ス 脳幹 に
お い て は、 Gly Tl は成熟マ ウ ス に比べ て発現量が 20%程 度高 く 、 GlyA は 20%程 度低 い こ
と が示 さ れて い る 。 ま た、 Suen ら （ 1998） は、 ラ ット 皮質 シナプ ス 後膜肥厚部 に おけ る
NRl サブユニ ット のタ ンパク質 発現量は 10日齢 の ラ ッ ト と 比較 し て 、 成熟 ラ ット で は
1.6倍程 度高 い こ と が示唆 さ れ て い る 。 こ れ ら の発現量の違 いが本研究の結 論 を覆 す こ と は
な い と考 え ら れ る が、 結 論 を さ ら に強固 にする ため に は、 明 暗箱 試験や高架式十字迷路 試
験な ど他 の抗不 安作用 評価試験 に お い て、 成熟 し た げ っ歯類 を用 い て検証 す るべ き で あ る





ラ ッ ト 新生仔 を用 い た 母仔分離誘発 暗鳴反応 試験は、 既 存の 抗不安薬の効果 を 最 も感 度
良 く 検出 で き る 評価系 と し て 使用 さ れて い る 。 し か し な が ら、 未 成 熟の ラ ッ ト 新生仔 を用
い る点 に お い て、 成熟期 の晴乳類 の 不安 を反映 し て い る か、 ま た、 化 合物の 作用 を適正 に
評価 し得 る か疑問 が残 る 。 GlyTl 阻害薬の効果 を適正 に評価す る ため に は 、 標 的タ ンパク
質 で あ る GlyTl、 GlyA お よ び GlyB の 発 現量 ・ 分布・ 機能が成熟期 と発 達期 にお い て 同等
で あ る必要 が あ る 。 特 に GlyA に関 し て は、 発 達期 と 成熟期 にお い て その 機能が劇 的 に変化
す るこ と が 知 ら れ て い る 。 発 達期 に おけ る 中枢 神経では、 未 成熟神経細 胞 内 に高 濃度のク
ロ ラ イド イオ ンが存在 し、 GlyA は過 分極 で は な く 脱 分極 を生じ る（ developmental switch) 
(Lynch et al., 2004）。 発 達に伴 っ て神経細胞 内のクロ ラ イド イオ ン濃度が低 下 し、 成熟期 の
抑制性を示す よ う に な る の は、 生後 2 3週 と の 報告 も あ る（Avila et al., 2013）。
そこ で、 本章では、 成熟期 の マ ウ ス を用 いて 、 GlyTl 阻害薬の効果 を試験 し た。 さ ら に、





明 暗箱 試験：日本チヤ ルー ス ・ リバ ー（ 東 京） よ り 購入 し た BALB/c 系雄性マウ ス（実
験開始時に 5週 齢） を 使用 し た。
microdialysis 試験： 日本チヤ ルー ス ・ リバ ー（ 東 京） よ り 購入 した Wistar 系雄性 ラ
ット （実 験開始時に 7週 齢） を 使用 し た。
動物は第 1 章と 同じ条件 に て飼育 し た。
(2） 薬物調整
SSR504734 は精製 水 に溶解 し 1規 定の 塩酸で pH を 6 7 に調整 し た。 明 暗箱 試験で
は試験の 30 分前 に SSR504734 (3、 10 ま た は 30 mg/kg） を マウ ス の腹腔 内 に投与 し、
microdialysis 試験では、 SSR504734 (3、 10 ま た は 30 mg/kg） を ラ ット に経口投与 し
た。 薬物 は用 時調整 し、 マウ ス に は 10 ml/kg 体重、 ラ ット に は 5 ml/kg 体 重の容量
で投与 し た。
(3） 明 暗箱 試験
明 暗箱 試験は、 蓋 の な い 明 箱 （ 15×20×20 cm） お よ び 蓋付 き の 暗箱 （ 15×10×20
cm） か ら 成 る アク リル 製 の 装置 を用 い て行 な っ た（ Fig. 11）。 明 箱 の照 度 は、 照 度計
(LX- 1330D； 株式会社カスタ ム、 東 京） を 用 い て 150 lux に設 定 し た。 マウ ス を 暗箱側
に 静 かに 入 れて 蓋 を 閉め 、 2 つ の 箱 を 5 分間自由 に 探索 さ せ、 そ の様子 を ビデオテ プー
に 録画 し た。 後 日、 明 箱へ の移動潜時、 お よ び明 箱 におけ る 滞在時間 を スト ップウ ォ ッ
チ で計 測 し た。
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Fig. 11 .  Schematic diagram of light-dark box test in mice. 
(4) microdialysis 法に よ る 細胞外 グ リ シ ン濃度 の測定
(4）・ 1 . microdialysis probe の 植 え込み
ラ ット を ソ ムノベ ンチル注射液 （ 50 mg/kg, i.p . 、 共立製 薬） に て 麻 酔 し 、 脳定位固
定 装置 （ 株式会社 成茂製 作所、 東 京） に固 定 し た。 頭 蓋 を 露 出 し てド リル に て穴 を
開け 、 microdialysis probe （膜長 5 mm、 エ イコ ム 、 京都） を海馬 に刺入 し た。 植 え
込み位置 は、 Paxinos and Watson の脳図譜 （ 1986） を 参考 に、 bregma よ り 5 mm
後方 、 5 mm 側方 の脳表面 よ り 7 mm の位置 に刺入 し た。 Probe は歯 科用セメ ント
で頭 蓋 に固 定 し 、 頭皮 を 縫 い合わ せた。 手術 後 、 ラ ッ ト を ケー ジ に戻し 、 麻 酔か ら
回復 さ せて動物飼育 室 に戻し、 翌日実 験に 用 い た。
(4）ー2. Microdialysis 
ラ ッ ト に 植 え込 ん だ microdialysis probe に濯流用チ ュ ブー （ 簡易 シーベルセ ッ ト 、
エ イコ ム） を 接続 し、 イ ンフ ュージョ ンポ ンプ （ CMA/100、 BAS、 東 京） を用 いて、
Ringer液 （ 147mM NaCl, 4.7 mM KCl, 0 .6  mM MgS04/2H 20, 2 .5 mM CaCb/2H 20, 
5 mM HEPES） を 1.5 µl/min の流速 で濯流 し た 。 フ ラク ショ ン ・ コレクター
(CMA/140、 BAS） を用 い、 30 分間 に流れ出 す 45 µl の潅流液 を 1フ ラク ショ ン と
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し て、 マ イクロチ ュ ブー に連続的 に回収 し た。 濯流直 後 は、 グ リシ ン が 安定 し な い
ため、 濯流開始から 1 時間 以上経過 し た 後 にサ ンプ リ ン グ を 開 始 し た。 サ ンプ リ ン
グ 開 始の 1 時間（ 2フラクショ ン回収 ） 後 に薬物 を投 与 し、 そ の後 6 時間 ま でサ ンプ
リ ン グ を行 い、 合計 14フラクショ ン を得 た。
(4)-3. 海馬濯流液中 の グ リシ ン濃度の測定
グ リ シ ン 濃 度 は 、 Piepponen and Skujins (2001） ら の手 法 を 改 良 し 、
0 ・phthalaldehyde (OPA） で誘導体化 後 に蛍 光検 出器付 き 高 速 液 体クロ マ ト グ ラフ
ィー （ HPLC）（ 株式会社 島津製 作所、 京都）（ 励振 波長340 nm、 放 出波長450 nm） を
用 い て測定 し た。 すなわち、 以下 の手順で、測定を行 っ た。 OPA (27 mg） を 0.5 ml の
メタノール に溶 か した後、 2-mercaptoethanol (20 µl) お よ び 0.4 M borate buffer 
(pH 9.3) (4.5 ml) を添加 し OPA 溶液 を 調 製 し た。 10 µl の濯流液 に 5 µl の 内 部標準
(40 nM homoserine） を添加 してサ ンプル 溶液 と し た。 OPA 溶 液 とサ ンブロノレ 溶液 の
混 合に は Autosampling injector M231XL （ エ イ コ ム） を 使用 し自 動 的 に行 っ た。 す
なわち、 15 µl のサ ンプル 溶液 に 15 µl の OPA 試薬 を添 加 し 6°C で反応 さ せ、 1 分
後 に混 合溶 液 から 15 µl を 分取 し て 35°C に維 持 し た 分析 カ ラ ム （YMC-Pack
ODS-AM, 75 x 4.6 mm ID, 3 µm particle size； 株式会社 YMC、 京都） に注 入 し た。
移動相 の流速 は 0.85 ml/min と し、 移動層A に は 13% (v/v） の acetonitrile と 1%
(v/v) tetrahydrofuran を含む 0.05 M phosphate buffer (pH 6 . 1） を、 移動層B に は
acetonitrile-tetrahydro五iran-water (70 : 1 :29, v/v） を 使用 し た。 移動層A を 6.5 分
間流 し た のち、 余 分な アミノ酸 を洗 い流すため 移動層B を 1 分間流 し、 そ の後移動
層A に再置換 し た。 1 サ ンブρル の測定時間 は 10 分であ っ た。 実 験毎 に 50 pmol の
アミノ酸標準 液 をキャ リプレ シーョ ン と し て注 入 し、 そ の後、 サ ンフ。ル の 測 定 を行
な っ た。 グ リ シ ン の 同 定、 定 量 に は PowerChrom integrator （ エ イコ ム） を 使用 し た。
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各アミノ酸は保 持時間 で同 定 し（ グ リ シ ン：6.5 min、 homoserine: 5.6 min）、 ピーク
高 を用 いて homoserine を 内 部標準 と し た 内部標準 法で定量 した。
(5） 統計解析
明 暗箱 試験：群聞 の 統計 学的有意性は、 一元配置 分散分析 を行 な っ た後、 Dunnett’s
multiple comparison test を 用 い、 vehicle投与群 と の 比較 に よ り解析 し た。
microdialysis： グ リ シ ン濃度のデ ータ は、 薬物投与 前の 2 時点 の グ リ シ ン濃 度 の平
均値 に対 する%で表 し、 各処置群 に対 し て各時点 での平均値 と 標準誤差 を 求め た。 投与
直 前のデ ー タ と投与 後 の全て のデ ー タ を 用 い て、 二元配置 分散分析 を行 な っ た後、
Dunnett’s multiple comparison test を用 い、 投与 後 の各 時点 と投与 直 前のデ ータ と の
比較 を行 な っ た。
全て の統計解析 は、 GraphPad Prism software version 6.0 for Windows (GraphPad 
Software, San Diego, CA） を用 い て行 い、 有意水準 は、 両側 5% と し た。
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3.3.結果
(1) SSR504 734 の 明 暗箱 試験に おけ る 作用
明 箱へ の移動潜時は、 3 あ る いは 10 mg/kg の SSR504734投与群 に お い て は変化 が
認め ら れ な かっ た が、 30 mg/kg投 与群 にお い て、 vehicle投 与群と 比較 し て 有意に増加
し た。 明 箱 におけ る 滞在時間 は、 3 あ る い は 10 mg/kg の SSR504734投 与群 に お い て
は変化 が認め ら れ な かっ た が、 30 mg/kg投 与群 に お い て、 vehicle投 与群と 比較 し て 有
意 に減少 し た （Fig. 12a, b）。
(2) SSR504 734 の細胞外 グ リ シ ン濃度に対す る 作用
Fig. 13 に SSR504734 の ラ ッ ト 海馬 細胞外 グ リ シ ン濃度 に対す る 作用 を示 し た。
SSR504734 は、 3、 10 お よ び 30 mg/kg の経口投 与 に よ り 、 用量 依存的 に ラ ッ ト 海馬
細胞外の グ リ シ ン濃度 を 増加 さ せた。 投与約 2 時間 後 に最大の増加 を示 し、 3、 10 お
よ び 30 mg/kg におけ る投与前値 に対す る 最大増加率 はそれぞ れ 136%、 151%お よ び
199%で、 あ っ た。 グ リ シ ン濃度の増加作用 は 30 mg/kg に お い て は投与 30 分後 か ら認め
ら れ、 全て の 用 量 に お い て 6 時間 後 ま で持続 した。
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Fig. 12. E仔ects of SSR504734 on the latency to light box or the time spent in light box in 
行i 1ce.
SSR504734 was admin istered intraperitoneally 30 min prior to the test. The latency to light 
box (a} or the time spent in light box (b} was measu red for 5 min.  Data are presented as 
mean ± S.E. M .  N = 8 per group. *P < 0.05, **P < 0.01, com pa red with the vehicle-treated 
control grou p (One-way ANOVA fol lowed by Dun nett’s test} .  
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Fig. 13. E仔ects of ora l admin istration of SSR504734 on the extracel lu lar glycine 
concentration in the h ip pocam pus of rats. 
Data are presented as mean ± S. E . M .  N = 3-5 per group. ホ p < 0.05， 村P < 0.01, com pa red 
with the pre-level of each group (Two-way AN OVA followed by Dun nett’s test} .  
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3.4.考察
本章の結 果 よ り 、 SSR504734 は、 5週 齢 の マ ウ ス を用 いた 明 暗箱 試験に お い て、 抗不 安
様作用 を示すこと が 明 ら か と な っ た。 ま た、 SSR504734 は、 7週 齢 の ラ ッ ト 海馬 にお いて、
経口投与 後 1 時聞 か ら 6 時間 ま で細胞外の グ リ シ ン濃度 を有意に増加 さ せた。
明 暗箱 試験は、 マ ウ ス の新奇環境 に対する 探索 欲 求と 明 る い場 所に 対す る嫌悪感情 と の
心理 的葛藤を利用 し た評価法で あ り （ Crawley and Goodwin, 1980）、 動 物 の不 安行 動評価
系 と し て 遺伝子改変 マ ウ ス の行 動解析や、 化合物 の抗不 安様作用 の検出 に用 い ら れ て い る 。
本評価法において、 SSR504734 は腹腔 内投与 に よ り 、 明 箱へ の移動潜時短縮お よ び明 箱 滞
在時間 増加 を示 し たこ と か ら、 抗不安様作用 を持つ こと が 明 ら か と な っ た 。 母仔分離誘発
時 鳴反応 試験で は未成熟 ラ ッ ト を用 いて い る ため、 成熟動物と の対比を論ず る 目 的 に お い
て は ラ ット 成獣 を 用 い て GlyTl 阻害薬が抗不 安様作用 を示すか否 か を検証 す る こ と が望ま
し い。 し か し な が ら 明 暗箱 試験は、 夜行 性の げ っ歯類 が生来持つ 明 る い場 所に対す る嫌悪
感情 を利用 し た試験であ り 、 過 去の報告 よ り （ Merlo・Pich and Samanin, 1989）、 マ ウ ス と
ラ ッ ト は本評価法 に お い て 同等 に 抗不安様作用 を 検出 し得 る と考 え ら れ て い る 。 ま た、
Nishikawa ら（ 2006） の報告に よ る と、 SSR504734 は、 6週 齢 の ラ ット を用 いた恐怖条件
付け試験において、 抗不 安様作用 を示す こと が 明 ら か と な っ て い る 。 GlyTl 阻害薬が成熟
し た げ っ歯類 に お い て 抗不安様作用 を示 し た こ れ ら の結 果 は、 ラ ッ ト 新生仔 に おけ る 母仔
分離誘発暗鳴反応 抑制が抗不 安様作用 を反映す る と し た第 2 章 の考 察 を 支持す る も の であ
る 。 成獣におけ る Gly'l'l 阻害薬 の抗不安様作用 が GlyA を介す る か否 かに つ い て は、 本研
究 で は未 検討であ り 、 今後 の検討課題で あ る 。
SSR504734 は ラ ッ ト 海馬 細 胞外 グ リ シ ン濃 度 を 用 量依存的 に 増 加 さ せ た こと か ら、
SSR504734 の抗不安様作用 は、 脳内 の細胞外 グ リ シ ン濃度の増加に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る
ことが 示唆 さ れた 。 GlyTl は後脳部 位 に 高 発現 し て い るこ と が 明 ら かと な っ て い るが、 本
試験結 果 よ り 、 前 脳部 位 に お い て も 発現 ・ 機能 し て い る こと が 明 ら かと な っ た 。 Perry ら
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(2008） は、 Dual probe microdialysis 法に よ っ て 、 GlyT l 阻害薬投与 後 の前 頭皮 質 と 小脳
の グ リ シ ン濃度変化 を 同時に測定 し、 GlyTl 阻害薬に よ る グ リ シ ン濃度の変化 は前 頭皮質
と 比較 し て小脳のほ う が高 く 、 効果 の持続 時間 も長いこ と を報告 し て い る 。 こ の結果 は、
GlyTl の発 現量を反映 し て い る と考 えられ る 。
日甫乳類 の中枢神経系 に お い て 、 GlyA は主 に脊髄、 脳幹 、 小脳 に豊富に発 現 し て お り 、 呼
吸 、 感 覚 ・ 運 動機能制御 な どの重要 な身体 機能調節 に関 わ っ て い る（Yevenes GE and 
Zeilhofer, 2011）。 し か し な がら、 近年 の研究では、 GlyA は後脳以外の皮質 、 海馬 、 側坐核 、
扇桃体 な どに も そ の存在が確 認 さ れて い る（ Dudeck et al., 2004; Jonsson et al., 2012）。 ラ
ッ ト を用 いた アル コ ルー 依存症モデ、ル にお い て 、 側坐核 に strychnine を局 所注 入 す るこ と
に よ り GlyTl 阻害剤 誘発ドパミ ン遊離が抑制 さ れたこ と から、 アルコール 依存形成に対 す
る側坐核 GlyA の関 与 が指摘 さ れて い る（ Lidる et al., 2011）。 本研究 に お い て得られた
GlyT l 阻害薬の GlyA を介 し た抗不安様作用 が 、 脳 内 の どの部位の GlyA を介 し てい る かは
未検討で あ る が、 GlyA が前 脳 に も発 現 し 、 ま た機能す る こ と を示 し たこ れらの知見 から、
前 脳部 位 に発 現す る GlyA が作用点 で あ る可 能性 も考 えられ る 。 GlyT l は、 情 動 に関連 す る
脳部位であ る 嘆球、 視床 下 部 、 扇桃体 、 中 脳水 道周 囲灰 白質 な ど に発 現が認められ る
(Harvey and Yee, 2013） ため 、 こ れらの部 位 に おけ る GlyA発 現量や 抗不安様作用へ の関
与 は、 今後の検討課題 と し て興味が持たれ る 。
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総括
本研究は、 GlyTl 阻害薬 に よ る 抗不安様作用 お よ びそ の 作用機序を、 げ っ歯類 を用 い て
薬理 学的 に解析 す るこ と を 目 的 と し た。
第 1 章では、 ラ ッ ト 新生仔を用 いた母仔分離誘発時 鳴反応 の基礎 的 な条件検討を行 っ た。
母仔分離誘発暗鳴反応 は、 げ っ歯類 におけ る 不安の指標 と し て確 立さ れて お り 、 既 存の抗
不安薬の作用 が 最 も高感 度 に検出 で き る 評価系 で あ る 。 本研究に お い て、 こ の試験 を 用 い
る に あ た り 、 ラ ッ ト 新生仔の 日齢 に よ る 暗鳴反応 の変化 、 お よ び母仔分離か ら の時間 に よ
る 暗鳴反応 の変化 を調べ た。 そ の結 果、 最 も時 鳴反応 回数 が多い条件 と し て、 10 日齢 の仔
ラ ット、 母仔分離直 後 の 3 分間 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た。
第 2 章では、 母仔分離誘発時 鳴反応 に対す る GlyTl 阻害薬 の 作用 を検討 した。 さ ら に、
GlyTl 阻害薬の作用機序解 明 を 目 的 と し て、 暗鳴反応 抑制作用 に対す る GlyA ア ンタゴ、ニ ス
ト strychnine あ る い は GlyB ア ンタゴ、ニ ス ト L-687,414 の桔 抗作用 について検討 し た。 第
1 章で決 定 し た条件 に おい て 、 既 存の抗不安薬であ る diazepam お よ び escitalopram が暗
鳴反応 抑制作用 を示 し たこ と か ら、 本実 験条件 は、 臨床 に おけ る 抗不安作用 を検出可 能で
あ る こ と が 示唆 さ れ た 。 本 評価 系 に お い て GlyTl 阻 害薬 で あ る SSR504734 お よ び
ALX5407 は暗鳴反応 抑制作用 を示 し たこ と か ら、 既 報 と 同様、 GlyTl 阻害薬は抗不安作用
を持つ可能性が示唆 さ れた。 GlyTl 阻害薬 に よ っ て抑制 さ れた時 鳴反応 は、 strychnine に
よ っ て桔 抗 さ れた一 方、 diazepam お よ び escitalopram に よ っ て抑制 さ れた暗鳴反応 は、
strychnine に よ っ て桔 抗 さ れな か っ た。 さ ら に、 SSR504734 に よ る時 鳴反応 抑制作用 は、
L-687,414 に よ っ て桔 抗 さ れな か っ た。 本章の結 果 よ り 、 GlyTl 阻害薬 の母仔分離誘発時 鳴
反応 抑制作用 は、 GlyB ではな く GlyA を介す る こ と が 明 ら か と な っ た。 ま た 、 既 存の抗不
安薬であ る diazepam お よ び escitalopram の母仔分離誘発時 鳴反応 抑制作用 は GlyA を
介 さ な い こ と が 明 ら か と な っ た。
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第 3 章では、 成熟マ ウ ス を 用 い た 明 暗箱試験に よ り 、 SSR504734 の抗不安様作用 を検
討 し た。 さ ら に、 SSR504734 の ラ ッ ト 海馬 にお け る 細胞外 グ リ シ ン濃度 を microdialysis
法にて測定 し た。 SSR504734 は、 明箱への移動潜時 を短縮 し 、 明箱滞在時間 を 増加 さ せた
こ と か ら 、 抗不安様作用 を有す る こ と が示唆 さ れた。 SSR504734 が成獣 を用 い た評価系 に
おいて も 抗不安様作用 を示 し た こ と は、 新生仔にお け る GlyTl 阻害薬の母仔分離誘発暗鳴
反応抑制作用 が 、 抗不安様作用 を反映 し て い る と い う 考察 を支持す る も の で あ る 。 ま た 、
SSR504734 は ラ ッ ト 海馬細胞外 グ リ シ ン濃度 を用 量依存的 に増加 さ せた。 SSR504734 の
抗不安様作用 は 、 脳 内 の細胞外グ リ シ ン濃 度 の 増加 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る こ と が示唆 さ
れた。
以上の検討よ り 、 GlyT l 阻害薬は脳細胞外 グ リ シ ン を増加 さ せ る こ と で抗不安様作用 を
示 し、 そ の作用機序は GlyB では な く GlyA を介 して い る こ と が示唆 さ れた。 現在、 い く つ
かの Gl円1 阻害薬が、 統合失調症 ・ 強迫性神経障害 ・ う つ病 な どの疾患治療薬 と して 臨床
開発 中 で あ る （Umbricht et al., 2014; ClinicalTrials.gov Identifier: NCT01674361）。 最近
の 報 告 で は 、 sarcosine が う つ 病 患 者 に 対す る 臨 床 試 験 に お い て 17-item Hamilton 
Depression Rating Scale の う ち psychiatric anxiety よ る 評価項 目 を有意に改善 し た こ と が
報告 さ れて い る （Huang et al., 2013）。 こ の よ う に GlyTl 阻害薬は、 臨床 に お い て 抗不安
作用 を示す可能性が あ り 、 そ の作用機序は、 従来考 え ら れて き た GlyB に よ る 神経伝達促進
で は な く GlyA を介す る神経伝達抑制 であ る こ と が本研究 に お いて示唆 さ れた。
- 36 ・
参考文献
Anderson, J.羽1., 1954. The production of ultrasonic sounds by laboratory rats and other 
ammals. Science 119 (3 101), 808-809. 
Aragon, C., Lopez-Corcuera, B., 2005. Glycine transporters: crucial roles of 
pharmacological interest revealed by gene deletion. Trends Pharmacol. Sci. 26 (6), 
283 286. (Review) . 
Atkinson, B.N., Bell, S.C., De Vivo, M., Kowalski, L.R., Lechner, S.M., Ognyanov, VJ., 
Tham, C.S.,  Tsai, C.,  Jia, J., Ashton, D. ,  Klitenick, M.A., 2001.  ALX 5407: a potent, 
selective inhibitor of the hGlyTl glycine transporter. Mol. Pharmacol. 60 (6), 1414-
1420. 
Avila, A., Nguyen, L., Rigo, J.M., 2013.  Glycine receptors and brain development. Front. 
Cell. Neurosci. 7, 184. (Review) . 
Bell, R.W., Nitschke, W. , Zachman, T.A., 1972. Ultra·sounds in three inbred strains of 
young mice. Behav. Biol. 7 (6), 805-8 14. 
Branchi, I., Santucci, D., Alleva, E. ,  200 1.  Ultrasonic vocalisation emitted by infant 
rodents: a tool for assessment of neurobehavioural development. Behav. Brain Res. 
125 (1 ・2), 49-56. 
- 37 ・
Brudzynski, S.M., Kehoe, P., Callahan, M., 1999. Sonographic structure of 
isolation-induced ultrasonic calls of rat pups. Dev. Psychobiol. 34 (3), 19ι204. 
Craw leぁ J., Goodwin, F.K., 1980. Preliminary report of a simple animal behavior model 
for the anxiolytic e旺ects of benzodiazepines. Pharmacol. Biochem. Behav. 13 (2), 
167 70. 
Cubelos, B., Gimenez, C., Zafra, F. , 2005. Localization of the GLYTl glycine transporter 
at glutamatergic synapses in the rat brain. Cereb. Cortex 15 (4), 448-459. 
Depoortらre, R., Dargazanli, G., Estenne-Bouhtou, G., Coste, A., Lanneau, C., Desvignes, 
C.,  Poncelet, M., Heaulme, M., Santucci, V., Decobert, M., Cudennec, A., Voltz, C.,  
Boulay, D.,  Terranova, J.P. ,  Stemmelin, J., Roger, P., Marabout, B. ,  Sevrin, M., Vige, 
X., Biton, B.,  Steinberg, R., Frarn;on, D.,  Alonso, R., Avenet, P., Oury-Donat, F., 
Perrault, G., Griebel, G., George, P., Soubrie, P., Scatton, B., 2005. Neurochemical, 
electrophysiological and pharmacological profiles of the selective inhibitor of the 
glycine transporter- I SSR504 734, a potential new type of antipsychotic. 
Neuropsychopharmacology 30 (11), 1963-1985. 
Dudeck, 0., Lubben, S., Eipper, S., Knorle, R., Kirsch, M., Honegger, J., Zentner, J., 
Feuerstein, T.J., 2003. Evidence for strychnine-sensitive glycine receptors in human 
amygdala. Naunyn-Schmiedeberg’s Arch. Pharmacol. 368 (3), 181-187. 
Elwood, R. 
- 38 ・
infant mice. Dev. Psychobiol. 15 (3), 22 1-227. 
Gabernet, L., Pauly-Evers, M., Schwerdel, C.,  Lentz, M., Bluethmann, H. ,  Vogt, K., 
Alberati, D., Mohler, H., Boison, D., 2005. Enhancement of the NMDA receptor 
function by reduction of glycine transporter· 1 expression. Neurosci. Lett. 373 (1), 79-
84. 
Harsing, L.G. Jr., Gacsalyi, I., Szabo, G., Schmidt, E., Sziray, N., Sebban, C., 
Tesolin-Decros, B. ,  Matyus, P., Egyed, A., Spedding, M., Levay, G., 2003. The glycine 
transporter- 1 inhibitors NFPS and Org 24461 :  a pharmacological study. Pharmacol. 
Biochem. Behav. 74 (4), 811-825. 
Harsing, L.G. Jr., Juranyi, Z. ,  Gacsalyi, I . ,  Tapolcsanyi, P., Czompa, A., Matyus, P., 2006. 
Glycine transporter type- 1 and its inhibitors. Curr. Med. Chem. 13 (9) , 1017-1044. 
Harvey, R.J., Yee, B.K., 2013.  Glycine transporters as novel therapeutic targets in 
schizophrenia, alcohol dependence and pain. Nat. Re双 Drug. Discov. 12 (11), 866-885. 
(Review). 
Herdon, H.J., Roberts, J.C. ,  Coulton, S. ,  Porter, R.A., 2010.  Pharmacological 
characterisation of the GlyT- 1 glycine transporter using two novel radioligands. 
Neuropharmacology 59 (6), 558-565. 
Hodgson, R.A., Guthrie, D.H., Varty, G.B., 2008. Duration of ultrasonic vocalizations in 
. 39 ・
the isolated rat pup as a behavioral measure : sensitivity to anxiolytic and 
antidepressant drugs. Pharmacol. Biochem. Behav. 88 (3), 341-348. 
Huang, C.C., Wei, I.H., Huang, C.L., Chen, K.T., Tsai, M.H., Tsai, P., Tun, R., Huang, 
K.H., Chang, Y.C.,  Lane, H.Y., Tsai, G.E . ,  2013. Inhibition of glycine transporter-I as 
a novel mechanism for the treatment of depression. Biol. Psychiatry 74 (10), 73ι 
741. 
lnsel, T.R., Hill, J.L.,  Mayor, R.B., 1986. Rat pup ultrasonic isolation calls: possible 
mediation by the benzodiazepine receptor complex. Pharmacol. Biochem. Behav. 24 
(5), 1263-1267. 
Johnson, J.W. ,  Ascher, P., 1987. Glycine potentiates the NMDA response in cultured 
mouse brain neurons. Nature 325 (6104) , 529-31.  
Jonsson, S. ,  Morud, J., Pickering, C. ,  Adermark, L.,  Ericson, M., Soderpalm, B. ,  2012.  
Changes in glycine receptor subunit expression in fore brain regions of the Wistar rat 
over development. Brain Res. 1446, 12 2 1 . 
Jursky, F., Tamura, S. ,  Tamura, A., Mandiyan, S.,  Nelson, H.,  Nelson, N., 1994. 
Structure, function and brain localization of neurotransmitter transporters. J. Exp. 
Biol. 196, 283-295. 
Jursky, F., Nelson, N., 1995. Localization of glycine neurotransmitter transporter 
. 40 ’ 
(GLYT2) reveals correlation with the distribution of glycine receptor. J. Neurochem. 
64 (3), 1026 1033. 
Kehne, J.H., McCloskey, T.C. ,  Baron, B.M., Chi, E .M., Harrison, B.L., V\市itten, J.P., 
Palfreyman, M.G., 1991.  NMDA receptor complex antagonists have potential 
anxiolytic effects as measured with separation-induced ultrasonic vocalizations. Eur. 
J. Pharmacol. 193 (3), 283-292. 
Kinney, G.G., Sur, C., Burno, M., Mallorga, P.J.,  Williams, J.B., Figueroa, D.J.,  
Wittmann, M., Lemaire, W., Conn, P.J., 2003. The glycine transporter type 1 
inhibitor N-[3・（4'-fluorophenyl) -3・（4’·phenylphenoxy)propyl]sarcosine potentiates 
NMDA receptor-mediated responses in vivo and produces an antipsychotic profile in 
rodent behavior. J. Neurosci. 23 (20), 7586-7591 .  
Kopec, K., Flood, D.G., Gasior, M. ,  McKenna, B.A., Zuvich, E . ,  Schreiber, J . ,  Salvino, 
J.M., Durkin, J.T., Ator, M.A., Marino, M.J., 2010. Glycine transporter (GlyTl) 
inhibitors with reduced residence time increase prepulse inhibition without inducing 
hyperlocomotion in DBA/2 mice. Biochem. Pharmacol. 80 (9), 1407-1417. 
Kuryatov, A., Laube, B. ,  Betz, H., Kuhse, J . ,  1994. Mutational analysis of the 
glycine-binding site of the NMDA receptor: structural similarity with bacterial 
amino acid-binding proteins. Neuron 12 (6) , 129 1 1300. 
Labrie, V., Clapcote, S.J., Roder, J .C. ,  2009. Mutant mice with reduced NMDA-NRl 
- 41 ・
glycine affinity or lack of D-amino acid oxidase function exhibit altered anxiety-like 
behaviors. Pharmacol. Biochem. Behav. 9 1  (4) , 6 10-620. 
Lall, D., Armbruster, A., Ruffert, K., Betz, H., Eulenburg, V., 2012. ’I旨ansport activities 
and expression patterns of glycine transporters 1 and 2 in the developing murine 
brain stem and spinal cord. Biochem. Biophys. Res. Commun. 423 (4) , 661-666. 
Legendre, P., 2001 .  The glycinergic inhibitory synapse. Cell. Mol. Life Sci. 58 (5・6), 760 
793. (Review). 
Lido, H.H., Ericson, M., Marston, H., Soderpalm, B.,  20 11 .  A role for accumbal glycine 
receptors in modulation of dopamine release by the glycine transporter- 1 inhibitor 
Org25935. Front. Psychiatry 2, 8 .  
Lynch, J.W., 2004. Molecular structure and function of the glycine receptor chloride 
channel. Physiol. Rev. 84 (4) , 105 1-1095. (Review) . 
Merlo・Pich, E. ,  Samanin, R., 1989. A two-compartment exploratory model to study 
anxiolytic/anxiogenic effects of drugs in the rat. Pharmacol. Res. 2 1  (5), 595 602. 
Miguel, T.T., Nunes-de·Souza, R.L., 2008. Anxiogenic-like effects induced by NMDA 
receptor activation are prevented by inhibition of neuronal nitric oxide synthase in 
the periaqueductal gray in mice. Brain Res. 1240, 39-46. 
・ 42 ・
Molander, A., Lido, H.H., Lof, E. ,  Ericson, M., Soderpalm, B.,  2007. The glycine 
reuptake inhibitor Org 25935 decreases ethanol intake and preference in male 
wistar rats. Alcohol Alcohol. 42 (1), 11 18. 
Nishikawa, H., Inoue, T., Izumi, T., Nakagawa, S.,  Koyama, T., 2006. SSR504734, a 
glycine transporter- 1 inhibitor, attenuates acquisition and expression of contextual 
conditioned fear in rats. Behav. Pharmacol. 2 1  (5・6), 576 579. 
Olivier, B., Molewijk, E., van Oorschot, R., van der Heyden, J.,  Ronken, E., Mos, J. ,  
1998a. Rat pup ultrasonic vocalization: effects of benzodiazepine receptor ligands. 
Eur. J. Pharmacol. 358 (2), 117-128. 
Olivier B., Molewijk H.E., van der Heyden, J.A., van Oorschot, R., Ronken, E., Mos, J., 
Miczek KA., 1998b. Ultrasonic vocalizations in rat pups:  effects of serotonergic 
ligands. Neurosci. Biobehav. Rev. 23 (2), 2 15-227. 
Perry, KW., Falcone, J.F., Fell, M.J. ,  Ryder, J.W., Yu, H., Love, P.L., Katner, J., Gordon, 
K.D., Wade, M.R., Man, T., Nomikos, G.G., Phebus, L.A., Cauvin, A.J. ,  Johnson, KW., 
Jones, C.K., Hoffmann, B.J.,  Sandusky, G.E . ,  Walter, M.W., Porter, W.J., Yang, L.,  
Merchant, KM., Shannon, H.E .,  Svensson, KA., 2008. Neurochemical and 
behavioral pro tling of the selective GlyTl inhibitors ALX5407 and LY2365 109 
indicate a preferential action in caudal vs. cortical brain areas. Neuropharmacology 
55 (5), 743 754. 
. 43 ・
Priestley, T. , Marshall, G.R., Hill, R.G., Kemp, J.A., 1998. L-687,414, a low efficacy 
NMDA receptor glycine site partial agonist in vitro, does not prevent hippocampal 
LTP in vivo at plasma levels known to be neuroprotective. Br. J. Pharmacol. 124 (8), 
1767-1773. 
Raiteri, L., Raiteri, M., 2010. Functional ’glial' GLYTl glycine transporters expressed in 
neurons. Functional ’glial’ GLYTl glycine transporters expressed in neurons. 
Neurochem. 114 (3), 647-653. 
Sanchez, C.,  Bergqvist, P.B. ,  Brennum, L.T., Gupta, S., Hogg, S., Larsen, A., Wiborg, 0., 
2003. Escitalopram, the S-(+)-enantiomer of citalopram, is a selective serotonin 
reuptake inhibitor with potent effects in animal models predictive of antidepressant 
and anxiolytic activities. Psychopharmacology 167 (4), 353-362. 
Shair, H.N., Brunelli, S.A., Masmela, J.R., Boone, E. ,  Hofer, M.A., 2003. Social, thermal, 
and temporal influences on isolation-induced and maternally potentiated ultrasonic 
vocalizations of rat pups. Dev. Psychobiol. 42 (2), 206-222. 
Smith, KE., Borden, L.A., Hartig, P.R., Branchek, T., Weinshank, R.L., 1992. Cloning 
and expression of a glycine transporter reveal colocalization with NMDA receptors. 
Neuron 8 (5), 927-935. 
Suen, P.C., Wu, K., Xu, J.L., Lin, S.Y. , Levine, E.S., Black, I .B. ,  1998. NMDA receptor 
subunits in the postsynaptic density of rat brain: expression and phosphorylation by 
・ 44 ・
endogenous protein kinases. Mol. Brain Res. 59 (2), 2 15-228.  
τ'ricklebank, M.D., Bristow, L.J., Hutson, P.H., Leeson, P.D.,  Rowley, M. ,  Saywell, K., 
Singh, L., Tattersall, F.D., Thorn, L., Williams, B.J., 1994. The anticonvulsant and 
behavioural profile of L-687,414, a partial agonist acting at the glycine modulatory 
site on the N·methyl·D·aspartate (NMDA) receptor complex. Br. J. Pharmacol. 113 
(3), 729-736. 
τ旨ullas, R., Jackson, B., Skolnick, P., 1989. Anxiolytic properties of 
1 ·aminocyclopropanecarboxylic acid, a ligand at strychnine-insensitive glycine 
receptors. Pharmacol. Biochem. Behav. 34 (2), 3 13-316. 
Umbricht, D., Alberati, D., Martin·Facklam, M., Borroni, E., Youssef, E .A., Ostland, M., 
Wallace, T.L., Knoflach, F., Dorflinger, E., Wettstein, J .G., Bausch, A., Garibaldi, G., 
Santarelli, L., 2014. Effect of bitopertin, a glycine reuptake inhibitor, on negative 
symptoms of schizophrenia: a randomized, double-blind, proof-of-concept study. 
JAMA Psychiatry 71  (6) , 637-646. 
Winslow, J.T., Insel, T.R., Trullas, R., Skolnick, P., 1990. Rat pup isolation calls are 
reduced by functional antagonists of the NMDA receptor complex. Eur. J. Pharmacol. 
190 (1-2), 11-2 1 .  
Winslow, J.T. ,  Insel, T.R., 1991 .  Infant rat separation is a sensitive test for novel 
anxiolytics. Prog. Neuropsychopharmacol. Biol. Psychiatry 15 (6) , 745-757. 
. 45 ・
Wahr, M., Schwarting, R.K., 2008. Maternal care, isolation-induced infant ultrasonic 
calling, and their relations to adult anxiety-related behavior in the rat. Behav. 
Neurosci. 122 (2), 310-330. 
Yevenes, G.E., Zeilhofer, H.U., 2011 .  Allosteric modulation of glycine receptors. Br. J. 
Pharmacol. 164 (2), 22ι36. (Review)_ 
Zarbin, M.A., Wamsley, J.K., Kuhar, M.J., 1981.  Glycine receptor: light microscopic 
autoradiographic localization with [sH]strychnine. J. Neurosci. 1, 532-547. 
Zippelius, H.M., Schleidt, W.M., 1956. Ultraschall-Laute bei jungen Mausen. 
Naturwissenschaften 43, 502. 
- 46 ・
発表論文 目 録
本学位論文は、 以 下の原著論 文 を基 に作成 さ れ、 筑波大学大学院人間総合科学研究科 に
提出 さ れた も の で あ る 。
1 .  Komatsu, H., Furuya, Y., Sawada, K., Asada, T., 2015. Involvement of the 
strychnine-sensitive glycine receptor in the anxiolytic effects of GlyTl inhibitors on 
maternal separation-induced ultrasonic vocalization in rat pups. Eur. J. Pharmacol. 
7 46, 252-257. 
47 
謝辞
本論文の作成 に あ た り 、 終始御懇篤 な る御指導 と 御鞭捷 を賜 り ま し た筑波大学大学院人
間総合科学研究科 疾患制御 医学専攻 精神病態医学分野 教授 朝 田 隆 先生、 エーザイ 株式
会社筑波研究所 古谷嘉章 博士な ら びに津 田 光平 博士 に深甚な る 謝意 を 表 し ま す。
本論文の審査 に あ た り 、 幾多 の 有益な御助言 と 御指 導 を 賜 り ま し た筑波大学大学院人間
総合科学研究科 疾患制御医学専攻 神経病態 医学分野 教授 玉岡晃 先生、 同 生命 シス テ
ム 医学専攻 分子神経生物学分野 教授 桝正幸 先生、 同 感性認知脳科学専攻 神経内分泌
学分野 教授 久野節二 先生、 同 ヒ ュ ーマ ン ・ ケ ア科学専攻 社会精神保健学分野 准教授
森 田 展彰 先生に 心 よ り 深謝し 、た し ま す。
本研究に 際 し 、 技術的 な御協力 を頂 き ま し たエ ーザ、イ 株式会社 板東正博 修士、 小笹貴
史 博士、 木村禎治 博士、 竹村 （瀧津） 鮎美 博士に謹んで感謝の意 を表 し ま す。
さ ら に 、 貴重な御助言 と 御協力 を賜 り ま し た宮本憲優 博士、 赤祖父盛 博士、 井戸克俊 博
士、 上杉麻衣 博士、 木村 （呉） て い ん 修士、 福島一幸 修士、 木村剛之 修士、 成 田 悠介 修
士、 野崎芳胤 博士、 和泉沙希 修士に心 よ り 感謝いた し ま す。
ま た 、 本研究 の機会 と 論文発表 の許可 を 与 え て い た だ き ま し たエ ー ザイ 株式会社お よ び
筑波研究所の皆様 に厚 く 御礼 申 し 上 げ ま す。
最後 に、 温かい励 ま し と と も に支 えて く れた家族に、 心 よ り 深 く 感謝いた し ま す。
48 
